研修出張様式４


研修報告書

	所　　属　南山苑２ＦＢグループ　　職種　介護員　氏　名石橋清香

	期　　間　　平成20年10月19日　～　平成20年10月19日

	出張目的　第17回　青森県長寿研究会

	出 張 先　青森市市民ホール

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


＜考察＞

　私は今回の様な研修会に、初めて参加させて頂き、他施設での取り組みやそれに対する成果や課題を聞く事が出来ました。嚥下予防の為のテーブル配置の考え方、経口移行への取り組み関する事、地域交流へ向けての取り組み、働く職員へのアンケート、認知症介護への取り組みなど、様々な取り組みを聞く事が出来ました。その中でも、気になった取り組みがいくつかありました。

今回この研修に参加することで自分の介護職に対する考えは甘いと思いました。他の施設の取り組みを聞き、自分にももっとたくさん利用者様にできることがあるということに気づかされました。研修で気づいた事や考えさせられた事、またこれからやってみたい事などいろいろ勉強になりました。利用者様の気持ちを第1に考え、頼られる存在でありたいと思いました。今後は利用者様が毎日快適かつ充実した生活が出来るようケアの向上に努力したいと思います。

　＜研修要旨＞

夜間不眠の利用者様のケアについて　～香りがあたえる力～　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ショートステイ　やすかた

高齢者の睡眠の特徴として、睡眠時間の延長、短縮がある。眠りが浅くなり、中途覚醒や早朝覚醒が増えることはよく知られている。そういった高齢者の方が充分な睡眠をとり、よりよい生活ができるように私達介護福祉士で話し合いアロマテラピーをもちいた足浴・芳香浴を実施し効果を得た。

【研究方法】

対象者⇒Ａ氏　男性　８０歳　要介護度５

　　　　主病名⇒誤嚥性肺炎　認知症

　　　　既往歴⇒脳梗塞　左不全麻痺

　　　　

掻痒感強く、痒みの訴えなどで夜間叫んでいる事が多い。日中は傾眠がちであり、表情に乏しい。

　　　　Ｂ氏　男性　９４歳　要介護度２

　　　　主病名⇒認知症　

　　　　既往歴⇒うつ病　狭心症

　　　　

夜間車椅子に乗り、廊下を徘徊されたり、ベッド上で立ち上がり景色を眺めたり、などの不穏行動あり。日中は傾眠がちであり、ぼんやりされていることが多い。

●方法●

足浴⇒たらいにやや熱めのお湯をはり、アロマオイルを２，３滴垂らす。足をつけながらこすったりマッサージを１０分ほど行なう。

芳香浴⇒たらいにやや熱めのお湯をはり、アロマオイルを２，３滴垂らす。タオルをお湯につけて絞り居室に掛ける。

　アロマオイルは睡眠に効果があるラベンダーを使用する。時間は２０時の就寝前に行った。

〈考察〉

この研究は、睡眠に効果のあるラベンダーを用い、昼夜逆転している利用者様が夜就寝する前に居室にアロマオイルを置き、日中はラベンダーの芳香浴や足浴を行なうというものでした。結果としては、不眠がちだった利用者様が夜間殆ど起きる事なく朝まで休まれていたとのことでした。現在南山苑２Fの利用者様でも昼夜逆転している方が何名かおられます。また、ショートステイされる利用者様の殆どは夜間の睡眠時間が短いです。それなのでこの取り組みをフロアで活用してみたいと思いました。またアロマオイルにはむくみをとる効果もあるそうです。１日を通して臥床がちの利用者様はむくみやすいためベッドをギャッチアップしていますが、それだけではむくみは解消できていないため居室にアロマオイルを置いてむくみがとれるか試してみたいと思いました。

「化粧をしてお出かけましょう」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　介護老人保健施設ケアセンター弘前

超高齢化社会と言われる現在、全国の高齢者は全人口の２割で、その中でも女性が大部分を占めている。

今までは外出する際、普段着から外出用に着替える方が殆どだったが、化粧する方は少ない。

そこで化粧をし、外出する際に普段日常的に見ている表情や言葉の変化について比較した。

· 対象と実施期間●

· 施設に入所されている方で女性の方

· ４月～８月までの５ヶ月

〈考察〉

この研究は、女性の利用者様を対象に季節の行事、施設の催し物（買い物、誕生会）への参加の際に化粧をしていただき、昔の生き生きとした自分を思い出していただくというものでした。結果としては、今まで部屋に閉じこもりがちで周りの方と交流をもとうとしなかった利用者様が５ヶ月間で表情が穏やかになり他利用者様に積極的に話し掛けたり、自分から「化粧がしたい」とおっしゃったりしたそうです。やはり、女性はいつまでも美しくいたいと思っているので化粧をすることで昔の自分を思い出していただき認知症の進行を和らげる効果があるようです。南山苑２Fの利用者様の大半が女性である為、これからは行事などで化粧をしていただき化粧をすることが１つの楽しみとしていただければ今まで見ることのできなかった利用者様の明るい表情をみることができるのではないかと考えました。

　　【手指拘縮患者に対する手浴効果について】

あしたばの里黒石診療所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　長期臥床による廃用症候群により、多くの方に四肢の関節拘縮がみられ、手指拘縮の強い患者には、手の湿潤、びらん、悪臭などの、スキントラブルが多くみられます。

　そこで、古くから抗炎症、鎮痛作用があるといわれている、みかんの皮（陳皮）に着目し、これをみかん浴（手浴）として使用した結果、スキントラブルの解消、手指の関節可動域の改善がみられた。

　

みかん浴の効果

· 皮膚の抗炎症作用

· 毛細血管の強化

· 鎮痛効果

●みかん浴の方法●

　みかんを1週間ほど干し、4Lの水に10個分の皮をいれ、10分間煮た物を8倍に薄めた物を手浴に使用する。

　毎日、みかん湯にて手浴施行し、施行後に手にあったボールをガーゼで包み、握って頂くようにした。

結果

　石鹸での手浴だけでは、改善がみられなかったが、みかん湯での手浴を開始する事により、関節可動域の改善がみられ、軽度の悪臭はあるものの、湿潤、びらんなどのスキントラブルの解消がみられた。

〈考察〉

この研究は、拘縮がひどい利用者様を対象にみかんの皮を使用したみかん浴(手浴)を行なうというものでした。結果としては、今まで指と指とのすき間がなかった利用者様がみかん浴によりすき間ができるようになっていました。また、手の悪臭も少しではありますが軽減されておりスキントラブルが解消していたそうです。みかんの皮には古くから抗炎症、鎮痛作用があるといわれているそうで、このみかん浴で体の拘縮を和らげられるかもしれません。発表では手浴のみでしたが、足浴にも効果はあると思います。それなので、南山苑の利用者様で拘縮のひどい方を対象に入浴の際、手浴と足浴をみかん浴で試してみたいと思いました。少しでも拘縮が軽減できれば介護する側も介護される側も嬉しいと思います。それなので今後の入浴の方法工夫し考える必要があると思いました。
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